
十
進
分
類
法
の
は
じ
ま
り

図
書
館
の
書
籍
は
図
書
分
類
法
（
十
進

分
類
法
も
含
む
）
で
分
類
し
、
配
架
さ
れ

て
い
ま
す
。
分
類
と
は
、
書
籍
の
背
表
紙

に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
の
数
字
を
指
し
ま
す
。

近
代
に
お
け
る
図
書
分
類
は
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
（
１
５
６
１
～
１
６
２
６
）

〈
※
１
〉
の
知
識
分
類
が
始
ま
り
で
す
。

人
間
の
心
理
で
あ
る
理
性
・
記
憶
・
想
像

力
を
も
と
に
、
知
識
を
哲
学
・
歴
史
・
詩

に
分
類
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ベ
ー
コ
ン
か
ら
続
く
分
類
体

系
と
十
進
記
号
法
（
０
～
９
の
ア
ラ
ビ
ア

数
字
を
用
い
る
）
を
合
わ
せ
た
分
類
法
が

１
８
７
６
年
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ル

ヴ
ィ
ル
・
デ
ュ
ー
イ
（
１
８
５
１
～
１
９
３

１
）
〈
※
２
〉
の
、
デ
ュ
ー
イ
十
進
分
類
法

（D
ew

ey
D

ecim
al

Classification

・

Ｄ
Ｄ
Ｃ
）
で
す
。

そ
の
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
参
考
に
し
て
、
日
本
十

進
分
類
法

(N
ippon

D
ecim

al
Classi-

fication

・
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
２
８
年
に
森
清
が
勤
務
先
で
あ
る

「
間
宮
商
店
」
（
図
書
館
用
品
専
門
店
）

の
業
務
参
考
用
図
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
整

理
の
た
め
に
分
類
表
を
作
成
し
た
こ
と
が

始
ま
り
で
す
。
同
年
、
森
清
は
「
和
洋
図

書
共
用
十
進
分
類
法
案
」
を
発
表
し
ま
し

た
。
翌
年
に
は
間
宮
商
店
店
主
で
あ
り
、

青
年
図
書
館
員
連
盟
を
組
織
し
て
い
た
間

宮
不
二
雄
が
『
日
本
十
進
分
類
法
』
と
改

題
し
、
単
行
書
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
新
訂

版
が
発
行
さ
れ
、
日

10

本
の
多
く
の
図
書
館
で
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
館
の
分
類
も
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
な

ら
っ
て
お
り
、
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
の

書
籍
は
「
Ｍ
」
で
独
自
分
類
し
て
い
ま
す
。

〈
※
１
〉
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ
。

哲
学
者
、
政
治
家
。
子
爵
。
主
な
著

作
に
『
学
問
の
進
歩
』
。
検
事
総
長

や
枢
密
顧
問
官
に
も
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

〈
※
２
〉
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
主
任
司
書
、
図

書
館
経
済
学
の
教
授
と
な
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
立
図
書
館
館
長
も
務

め
ま
し
た
。

〈
参
考
〉『

世
界
大
百
科
事
典
』
、
平
凡
社

『
日
本
十
進
分
類
法

新
訂
９
版
』

『
世
界
人
名
辞
典
』
、
岩
波
書
店

公
開
図
書
館
の
は
じ
ま
り

万
葉
図
書
・
情
報
室
の
蔵
書
を
N
D
C

の
分
類
番
号
で
並
べ
る
と
一
番
最
初
に
く

る
本
は
桑
原
蓼

軒
著
『
日
本
最
初
の
公
開

り
よ
う
け
ん

図
書
館

芸
亭
院
』
で
す
。

う
ん
て
い

芸
亭
に
つ
い
て
「
我
が
国
奈
良
時
代
後

期
、
即
ち
八
世
紀
の
終
わ
り
頃
、
現
在
の

公
共
図
書
館
に
匹
敵
す
る
書
籍
閲
覧
所
が
、

そ
の
中
国
に
先
ん
じ
、
又
世
界
の
い
ず
れ

の
国
に
も
先
が
け
て
、
文
化
人
で
あ
る
わ

が
在
朝
の
一
貴
族
に
よ
り
首
都
奈
良
の
地

に
営
ま
れ
て
い
た
。
」
と
序
説
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
「
在
朝
の
一
貴
族
」
が

石

上

宅
嗣
（
奈
良
時
代
後
期
の
高
官
、

い
そ
の
か
み
の
や
か
つ
ぐ

文
人
）
で
す
。

宅
嗣
は
仏
教
に
帰
依
し
、
自
宅
を
寺
に

し
て
阿
閦
寺
と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
の
境

あ
し

ゆ
く

じ

内
の
一
隅
に
内
典(

仏
教
の
書)

の
理
解
の

な
い
て
ん

助
け
と
な
る
よ
う
に
外
典(

仏
教
関
係
以

げ

て

ん

外
の
書)

を
集
め
、
好
学
の
者
が
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
門
戸
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
公
開
図
書
館

芸
亭
の
は
じ
ま
り
で
す
。

芸
亭
に
は
、
思
託(

鑑
真
の
弟
子)

、
淡

し

た

く

が
ん

じ
ん

お

海

三
船(
文
人
）
、
賀
陽
豊
年(

文
人)

な

う
み
の

み

ふ
ね

か

や
の
と
よ
と
し

ど
が
、
講
演
や
討
論
に
も
集
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
人
で
も
あ
る
宅
嗣
は
『
万
葉
集
』
に

歌
を
残
し
て
い
ま
す
。
天
平
勝
宝
五
年

（
七
五
三
）
正
月
に
自
宅
で
宴
を
催
し
た

時
に
詠
ん
だ
歌
で
す
。

事
繁
み
あ
ひ
問
は
な
く
に

こ
と
し
げ

梅
の
花
雪
に
萎
れ
て
移
ろ
は
む
か
も

し
を

う
つ

（
巻
十
九–

四
二
八
二

中
西
進
編

『
万
葉
集

全
訳
注
原
文
付
』
よ
り
）

ま
た
、
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
な
ど
に
漢

と
う
だ
い
わ
じ
よ
う
と
う
せ
い
で
ん

詩
も
残
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
宅
嗣
の
業
績
を
賛
え
そ
の
趣
旨

が
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
芸
亭
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
奈
良
市
立
一
条
高
校
の
東
側
に
奈

良
県
図
書
館
協
会
に
よ
っ
て
標
識
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
上
氏
発
祥
の

地
と
し
て
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

の
前
に
は
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
―
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休

館

日
―
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
）
・
年
末
年
始
・
展
示
替
日

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す
。

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス

白

黒
一
枚

円
10

カ
ラ
ー
一
枚

円
50

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
万
葉
図
書
・
情
報
室

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥
一
〇

０
７
４
４
―
５
４
―
１
８
５
０
（
代
）

Ｒ４．６．30 VOL.５９

万
葉
図
書
・
情
報
室
だ
よ
り

号
59


